


1-1　主要部材名称1-1　主要部材名称

1-2　断面納まり図1-2　断面納まり図

1-3　平面納まり図1-3　平面納まり図
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No 名　　称

1 上ケース

2

3

ベースプレート

4

ケース側板

5

6

サイドブラケット

7

巻取パイプ

8

9

10

11

アーム（右）

12

アーム（左）

13

キャンバス

14

前枠

15

前枠キャップ

アームホルダープレート

手動ギア

ＦＤ軸首

軸受

上ケースホルダー

クランクハンドル16

出巾 間口（W）

最小間口表

15 2000 mm

20 2500 mm

［注意］

 ※ベースプレートは製品の重量及び使用に耐えられる構造体に

   直接取り付けて下さい。

 ※ベースプレートは平らな面に取り付けて下さい。凹凸面に取

   り付けるとベースプレートの変形、取り付け面の変形により

   事故の原因となります。
●本図はキャンバス角度 15°での納まりです。キャンバス

　角度によって、前枠の納まり位置は変化します。

● 外形寸法（W）は側板を固定するネジ頭外々の寸法です。
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1 基本構成



2-1　出巾と勾配の関係2-1　出巾と勾配の関係 2-2　規格別重量表2-2　規格別重量表

2-3　取付け時の注意2-3　取付け時の注意

1-4　ベースプレート納まり図1-4　ベースプレート納まり図

　Ａ寸法は 45 ～ 95mm の範囲で設定して下さい。

▽GL

出巾

角
度

高
さ

壁内々寸法(W+200)

100㎜以上 間口規格=外形寸法(W) 100㎜以上

2
3
5

1
8

A

外形寸法 (W)

ベースプレート (W-15)7.5 7.5

20 20

A

20 20

出巾 高さ 出巾 高さ

1,480 520 6461,950

勾配寸法表

1.5ｍ 2.0ｍ

1,444 637 8041,902

1,397 751 9561,838

15°

20°

25°

(単位：㎜)

ｱｰﾑ

角度

※張り出し時の数値は参考値ですので、設置時の目安としてご使用下さい。

※躯体取付面の傾斜、製品個体差、キャンバスの重み等の状況によっては、

　キャンバス角度が設定通りにならない場合もあります。

規格別重量表

1.5ｍ 2.0ｍ

25.6 －

29.9 31.4

40.0

44.2

34.0 35.6

2,000㎜

2,500㎜

3,000㎜

38.2

42.4

3,500㎜

4,000㎜

間口規格
アーム規格

(単位：㎏ )

［袖壁のある壁面等に設置する場合］
袖壁面とケース側板の隙間が 100mm 以上になるように外形寸法を設定して下さい。
調整、メンテナンス等で現場状況によっては、製品本体の取り外し作業が必要な場合もあります。

［1］外形寸法の設定
　　間口規格は外形寸法（側板を固定するネジ頭外々）を基準としています。

例：間口規格（外形寸法）が 2,000 ㎜の場合

　　壁内々寸法 =2,000+100+100=2200mm 以上

15°を標準角度とし、25°までは調整の範囲になります。 ※下記重量はキャンバス重量、

　440g/ ㎡時で算出したものです。

ベースプレート
コーチボルト
Φ8×100

ケース側板

上ケース

　※外形寸法（W）は側板を固定するネジ頭外々の寸法です。

　※間口規格が 3000mm を超える場合は、中央に締結部品を追加して下さい。
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2 製品仕様





3-1　取付けの準備3-1　取付けの準備

3-2　ベースプレートの取付け3-2　ベースプレートの取付け

［3］ベースプレートの穴あけ

●コーチねじ使用時 ●アンカー使用時

［1］墨出し
　　

［2］下穴あけ

3-3　上ケースホルダーの取付け3-3　上ケースホルダーの取付け

上ケースホルダーをベースプレート上部の溝に引っ掛け、テックスビスで固定します。
※上ケースホルダーは均等になるように取付けて下さい。
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18mm 以内

2530

40 130

躯体 品種

RC 造打放し
グリップアンカー

オールアンカー

RC+ モルタル等 アジャストアンカー

サイズ

M10×40

M10×80

M10×80

下穴径

φ14.5

φ10.5

φ15.0

締結部品一覧表（参考）

木造 コーチねじ φ8×100 φ5.5

規格別上ケース
ホルダー数量表

数量

3

4

4

2,000㎜

2,500㎜

3,000㎜

5

5

3,500㎜

4,000㎜

間口規格

［重要］ベースプレートは平坦で凹凸のない面に取付けて下さい。またベースプレート裏面全てが接地面と密着
　　　 するようにして下さい。

　　ベースプレートの端部から下記範囲内に締結部品用の穴をあけて下さい。

　　部材寸法に注意し、ベースプレートのレベル、通りを
　　墨出ししてベースプレートの穴位置をけがいて下さい。
　　

　　構造体及び締結部品を確認の上、適した下穴あけを
　　行って下さい。

※アンカーを使用する場合は安全を第一に考えて、十分な強度のある物をご使用下さい。

※木造の柱は 10 年以上維持できる十分な強度があり、100 角以上　の材料（松、楓、檜等）とし、コーチボルトを 50mm 以上は柱、

　梁材料に確実にねじ込んで締結して下さい。（付属のコーチボルトで長さが足りない場合は、別途ご用意下さい。）

ベースプレートの建物締結用穴は現場に合わせて加工して下さい。

［重要］

※ベースプレートは必ず水平になるように取付けて下さい。

※P2.[1-4　ベースプレート納まり図 ]を参考に取付位置を決めて固定

　して下さい。

※締結箇所は必ず上下 2ヶ所以上で固定して下さい。

※ベースプレートは重量及び使用に耐えられる構造体に直接取付けて

  下さい。

※ドリルで穴あけする時は、下に木材等を

　敷いて下さい。穴あけ後、バリ取りを行

　って下さい。

ベースプレート

※ボルト出しの場合、ボルト類は 18mm

　以内に納まるようにして下さい。

ベースプレート

締結部品

サイドブラケット

上ケースホルダー

ベースプレート

ベースプレート

上ケースホルダー

十字穴付きなべテックス

φ4×16
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3 本体の取付け



3-4　サイドブラケットの取付け（Ｆサイド）3-4　サイドブラケットの取付け（Ｆサイド） 3-5　巻取パイプの取付け3-5　巻取パイプの取付け

3-6　手動ギアの取付け3-6　手動ギアの取付け 3-7　サイドブラケットの取付け（Ｄサイド）3-7　サイドブラケットの取付け（Ｄサイド）

3-8　キャンバスの組込み3-8　キャンバスの組込み

　軸受をサイドブラケットにしっかり挿入して下さい。
　軸首を軸首ベースに挿入し、軸受にはめ込んで下さい。

※サイドブラケットの取付け位置は、P4.[3-3　上ケースホル

　ダーの取付け ]を参照して下さい。

※サイドブラケットを斜めに取付けると手動ギアに負荷がかか

　り回転の妨げの原因となり、ギア本体の破損及び耐久性の低

　下を招く恐れがあります。

※サイドブラケットがベースプレートに挿入しにくい際は、

　プラスチックハンマー等で軽く叩き入れて下さい。

　サイドブラケットはベースプレートに必ず垂直、
　または直角に向かい合うように取り付けて下さい。

●正面より、Ｄサイド左側の場合です。

※軸首の長い方が軸首ベース側、短い方が軸受側になるように挿入

　して下さい。

※巻取パイプの溝がある方が張出し側になる様に取付けて下さい。

※軸首と軸受のすき間を 1～ 2mm 取って下さい。

　手動ギアをサイドブラケットへ六角ボルトで固定し
　て下さい。軸首を軸首ベースに挿入し、手動ギアに
　はめ込んで下さい。

※軸首の長い方が手動ギア側、短い方が軸首ベース側になるよう

　に挿入して下さい。

※手動ギアは取付け方向をご確認の上、取付けて下さい。

　サイドブラケットはベースプレートに必ず垂直、また
　は直角に向かい合うように取り付けて下さい。

※軸首と手動ギアのすき間を 1～ 2mm 取って下さい。（Ｆサイド側

　で 1～ 2mm のすき間を取ってあれば必要ありません。）

※キャンバスチューブはフィッシャープラグ分、短く切って下

　さい。

[1] キャンバスチューブの挿入

　キャンバスの袋縫い部にキャンバスチューブを挿入
　して下さい。

[2] キャンバスの挿入

　キャンバスチューブがセットされたキャンバスを前枠
　に挿入します。

※チューブの先端を面取りすると

　挿入が容易にできます。

六角ナット (M8)

サイドブラケット

六角ボルト (M8×80)

平座金

ベースプレート

ベースプレート

ベースプレート

ベースプレート

軸受

サイドブラケット

軸首

軸首ベース

巻取パイプ溝

六角ナット (M8)

六角ボルト (M8×80)

平座金

キャンバス 前枠

サイドブラケット

サイドブラケット

軸首

手動ギア

六角ボルト (M6×45)

平座金

軸首ベース

前枠側

キャンバスチューブ

(φ5)

キャンバス
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[2] アームバンドの取外し
　

3-9　アームの取付け3-9　アームの取付け

［3］キャンバスの固定

[1] アームホルダーの取付け

55mm（目安）90mm（目安）

　左右のチリを合わせフィッシャープラグで固定して下さい。
　
　
　※キャンバスの左右のチリは前枠の端部より手動ギア側は 90mm（目安）、軸首側は 55mm（目安）の位置になるように固定して下さい。

　

●前枠を収納した状態で前枠キャップと側板とのチリが左右で異なった場合、

  前枠金具の位置は動かさずにキャンバスの左右のチリで調整して下さい。

■Ａ部詳細

　　アームをしっかりと押さえた状態でアームバンドを外し、伸びた状態にして下さい。
　

　　サイドブラケットをアームホルダーとアームホルダープレートで挟み、六角ボルトで締め込んで下さい。
※六角ボルトはアームを持ち上げながら締め込んで下さい。

［注意］

　アームバンドをはずす時は十分注意して下さい。

　強いスプリングでアームが伸びるので、しっかり

　手で押さえて下さい。

サイドブラケットの突起部にアームホルダーの

角部を合わせ、アーム角度を設定する際の目安

にして下さい。

※設定可能範囲は 15°～ 25°になります。

キャンバス

前枠

キャンバス

十字穴付き皿木ねじ

(φ4.8×38)

フィッシャープラグ (S8)

Ｄサイド

（手動ギア側）

Ｆサイド

（軸首側）

前枠

アーム

アームバンド

開く

サイドブラケット

アームホルダー六角ボルト

（M10×25）

六角ボルト

（M10×25）

六角ボルト（M10×55）

ばね座金

平座金

アームホルダープレート

アーム

サイドブラケット

アームホルダー

ベースプレート

Ａ
持ち上げる

25° 20° 15°
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［2］キャンバス寸法表

■間口（Ｗ）

■出巾（Ｄ）

4-2　キャンバスの縫製4-2　キャンバスの縫製

［1］ウェルダー／ミシン縫製

20アーム

2,340

2,310

( 単位：㎜ )

15アーム

裁断寸法

出巾（Ｄ）

1,830

仕上寸法B 1,800

2500 3000

2,305 2,805

3500

3,305

4000

3,805

( 単位：㎜ )

2000

1,805

間口（Ｗ）

間口仕上寸法

（W-195)

仕
上
寸
法
B

間口仕上寸法(W-195)

3
0
m
m

（
折
り
返
し
）

※補修や補強を行う場合はウェルダー溶着及びミシン縫製と同じ方法で行って下さい。

※キャンバス仕上がり巾は伸びしろを考慮して製作して下さい。

※間口仕上寸法に関しては 1ページの平面納まり図を参考にして下さい。

ウェルダー及びミシン縫製はツレ・シワが発生しないように注意して下さい。

本ページより 10 ページまではメンテナンスを目的とした内容となっております。通常の取り付け方法をご理解し
て頂いた上でメンテナンス時の資料としてご使用下さい。

ウェルダー

又はミシン縫製

キャンバス

ウェルダー

又はミシン縫製

4-1　巻取パイプの組込み4-1　巻取パイプの組込み

[1] 軸首ベース準備 [2] 軸首ベースの取付け
軸首ベースに十字穴付きトラスタッピンねじを
締め込んで下さい。

巻取パイプの溝がある方が、張り出し側（前枠側）
となる様に軸首ベースを巻取パイプに挿入し、十字
穴付きトラスタッピンねじで固定して下さい。

巻取パイプ

十字穴付きトラスタッピンねじ

（φ4×16 D=8（小頭））

軸首ベース

十字穴付きトラスタッピンねじ

（φ4×16 D=8（小頭））

巻取パイプ溝

軸首ベース
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4 本体の組立て



［3］キャンバスの挿入（巻取りパイプ側）

4-3　キャンバスの組込み4-3　キャンバスの組込み

［1］巻取パイプ側 ［2］前枠側

［4］キャンバスの固定と巻き取り

［5］キャンバステープ貼付位置

10

10

10
10

10

10
mm

　　セットテープ部をキャンバス裏側方向へ１回折り
    曲げ、巻取パイプの溝に完全に挿入して下さい。

※巻取パイプの溝がある方を張り出し側（前枠側）となるよ

  うに挿入してください。

※チューブの先端を面取りすると

　挿入が容易にできます。

※P5.[3-8　キャンバスの組込み ]へ続く

　　袋縫い加工されていないキャンバスの裏側にセット
　　テープを貼り付け、ホッチキスで固定して下さい。
　　

　　キャンバスの袋縫い加工部に、キャンバスチューブ
　　を挿入して下さい。

     ※ホッチキスは MAX 中型 三号針相当をご使用下さい。

　　 ※ホッチキスはウエルダー部の両サイドとウエルダー部の中心

　　　 に固定して下さい。

     ※生地の種類によってはセットテープが張り付きにくい場合が

　　　 あります。その場合は、セットテープが剥がれない様にホッ

　　　 チキスを多く打ってください。

     ※キャンバスチューブはフィッシャープラグ分、短く切って下

       さい。

    左右のチリ（10mm ずつ）を合わせ、キャンバスの巻
　　き付け方向を確認して下さい。
    キャンバスを引っ張りながらウェルダー以外の部分
　　にキャンバステープを貼り付け、巻き付けて下さい。

※キャンバスは緩みのないように巻いて下さい。

キャンバスを引っ張り

ながら巻き付ける

キャンバス

キャンバス

ウェルダー

巻取パイプ

巻取パイプ溝

（前枠側）

セットテープ

セットテープ

キャンバス表面

ウエルダー

ウエルダー

キャンバスホッチキス

中心

キャンバスチューブ (φ5)

キャンバステープ

キャンバス

巻取パイプ溝

（前枠側）

キャンバステープ（両端）
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